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QOL（生活の質）維持・向上委員会
無気力な状態が続いていたら要注意かもしれません！

Happy Life －私の日常生活を彩る趣味－

リハビリテーションのコツ －リハビリスタッフからのアドバイス－

パーキンソン病における認知機能障害

急がず焦らず余裕をもっていきましょう！
トイレでの動作・
トイレの環境調整のポイント

「座の文芸」としての俳句
〒165-0025東京都中野区沼袋4-31-12矢野エメラルドマンション306  ☎03-6257-3994
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Let’s do our best －一緒にがんばろう!－
・診療チームの起点としてはたらきます！
パーキンソン病療養指導士
としての看護師の役割
・患者さんによりよい治療を届けるために
パーキンソン病療養指導士の
役割と相談のポイント



な
ぜ
認
知
機
能
障
害
が
起
き
る
の
か

―
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
、
な
ぜ
認
知
機
能
障
害
が
起
こ
る
場
合

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

永
山
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
起
こ
る
認
知
機
能
障
害
に
は
、
複
数
の

要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す
（
表
1
）。

　
一
つ
目
は
脳
の
神
経
変
性
※
１

に
起
因
す
る
神
経
伝
達
物
質
の
変

化
で
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
中
脳
黒
質
の
ド
パ
ミ
ン
※
２

作
動

性
神
経
に
起
因
す
る
基
底
核
と
呼
ば
れ
る
部
分
の
障
害
に
よ
り
、
運

動
系
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
出
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
ド
パ
ミ
ン
系
の
他
、
コ
リ

ン
系
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
系
に
関
す
る
神
経
変
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ド
パ
ミ
ン
系
、
コ
リ
ン
系
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
系
の
障
害
が

認
知
機
能
に
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
パ
ミ
ン
系
が
伝
達
す
る
基
底
核
の
一
部
（
腹
側
線
条
体
）
か

ら
は
視
床
を
介
し
て
前
頭
葉
に
も
機
能
連
絡
を
し
て
い
ま
す
（
図

1
）。
コ
リ
ン
系
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
系
の
一
部
も
前
頭
葉
に
機

能
連
絡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
前
頭
葉
の
軽
い
機
能
障
害
を
生

じ
、
軽
度
認
知
機
能
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
し
て
注
意
障
害
や
実
行
機

能
障
害
が
み
ら
れ
ま
す
（
図
2
）  1） 

  2）

。
し
か
し
コ
リ
ン
系
は
脳
内

の
広
い
部
位
に
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
の
コ
リ
ン
系
障
害
の

進
展
に
よ
り
視
空
間
認
知
障
害
や
記
銘
力
障
害
を
来
し
、
認
知
症
へ

と
発
展
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
3
）  1） 

  2）

。

　
二
つ
目
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
み
ら
れ
る
脳
の
組
織
病
変
の

合
併
で
す
。
こ
れ
は
昨
今
話
題
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
た
ん
ぱ
く
と
い
わ

れ
る
異
常
な
た
ん
ぱ
く
の
沈
着
な
ど
が
顕
微
鏡
で
み
ら
れ
る
変
化

で
、
こ
れ
を
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
理
な
ど
と
表
現
し
ま
す
。
こ
の
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
た
ん
ぱ
く
自
体
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
進
展
に
関
連

※1 ‌�神経変性：中枢神経系の中の特定の神経細胞群が徐々に死
んでいく状態。

※2 ‌�ドパミン：神経伝達物質の一つ。神経伝達物質とは神経細胞
から他の細胞に情報伝達を行う化学物質のこと。本記事で記
載されているコリン（アセチルコリン）やノルアドレナリンも神経
伝達物質である。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
認
知
機
能
障
害

永
山 

寛 

先
生
　
日
本
医
科
大
学 

脳
神
経
機
能
解
析
学
講
座 

教
授

無
気
力
な
状
態
が
続
い
て
い
た
ら
要
注
意
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

維持・向上委員会

生活
の質

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
脳
内
に
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が
蓄
積
（
沈
着
）
し
、
ド
パ
ミ
ン
神
経
細
胞

が
機
能
し
な
く
な
る
（
脱
落
す
る
）
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
異
常
な
た
ん
ぱ
く

質
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
基
本
症
状
﹇
静
止
時
振
戦
（
ふ
る
え
）、
筋
強
剛
（
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
）、

運
動
緩
慢
（
無
動
・
寡
動
）（
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作
）、
姿
勢
保
持
障
害
（
転
倒
し
や
す
く
な
る
）﹈

だ
け
で
な
く
、
認
知
機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

お
け
る
認
知
機
能
障
害
に
つ
い
て
永
山
寛
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。
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表1　 パーキンソン病における認知機能障害
の要因

・ 脳の神経変性による神経伝達物質の変化 

　ドパミン系：ドパミン 

　コリン系：アセチルコリン 

　ノルアドレナリン系：ノルアドレナリン

・ アルツハイマー病理の合併

・ パーキンソン病の進行によるレビー小体
の広がり

図２　  パーキンソン病における軽度認知機能障害のメカニズム
（永山 寛先生ご提供）

線条体

視床

ドパミン系 ノルアドレナリン系 コリン系

前頭前皮質

実行機能障害

後頭頂皮質

注意障害

図1　  ドパミン系・コリン系・ノルアドレナリン系の機能連絡
（永山 寛先生ご提供）

被殻被殻

中脳中脳 小脳小脳

扁桃体扁桃体

尾状核尾状核

前頭葉前頭葉 後頭頂皮質後頭頂皮質

青斑核青斑核

ノルアドレナリン系ノルアドレナリン系

視床視床

★青斑核から視床下部、扁桃体、
　前頭葉（前頭前皮質）、後頭頂皮質などの大脳皮質、小脳へ投射
★青斑核から視床下部、扁桃体、
　前頭葉（前頭前皮質）、後頭頂皮質などの大脳皮質、小脳へ投射

中脳中脳
小脳小脳

内側中隔核内側中隔核
マイネルト基底核マイネルト基底核

海馬へ海馬へ

前頭葉前頭葉
後頭頂皮質後頭頂皮質

コリン系コリン系

★脳内に広く分布し、前頭葉（前頭前皮質）や
　後頭頂皮質のネットワークにも投射
★脳内に広く分布し、前頭葉（前頭前皮質）や
　後頭頂皮質のネットワークにも投射

被殻被殻

中脳中脳

尾状核尾状核
側坐核側坐核

中脳黒質中脳黒質

前頭葉前頭葉

ド パミン 系ド パミン 系

視床視床

★中脳黒質　  腹側線条体（側坐核）　  視床　 前頭葉（前頭前皮質）へ投射★中脳黒質　  腹側線条体（側坐核）　  視床　 前頭葉（前頭前皮質）へ投射
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す
る
α-

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
の
凝
集
を
促
進
し
、
病

変
を
進
行
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
自
体
の
病
変
進
行
で
す
。
レ
ビ
ー

小
体
※
３

の
脳
内
で
の
拡
大
に
よ
っ
て
起
こ
る
大
脳
皮
質
の
障
害
で

す
。
大
脳
皮
質
は
さ
ま
ざ
ま
な
高
次
脳
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
た
め
、

多
く
の
機
能
障
害
を
呈
し
ま
す
。

無
気
力
な
状
態

―
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
認
知
機
能
障
害
の
症
状
を
教
え
て

く
だ
さ
い

永
山
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
伴
う
認
知
機
能
障
害
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
現
れ
ま
す
（
表
2
）。
特
に
高
度
な
注
意
障
害
を
伴
う
実
行

機
能
障
害
、
視
空
間
認
知
障
害
が
み
ら
れ
、
そ
の
他
に
も
中
等
度
の

記
銘
力
障
害
、
ア
パ
シ
ー
（
無
気
力
な
状
態
）
や
精
神
病
様
症
状
と

い
っ
た
行
動
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
認
知
機
能
障

害
と
と
も
に
自
律
神
経
障
害
や
睡
眠
障
害
が
認
め
ら
れ
（
表
3
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が
関
連
し
合
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

律
神
経
障
害
の
症
状
に
は
、
便
秘
や
尿
失
禁
の
他
、
失
神
や
転
倒
に

つ
な
が
る
起
立
性
・
食
後
低
血
圧
、
心
拍
変
動
の
減
少
、
性
機
能
障

害
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

―
認
知
機
能
障
害
の
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
に
特
徴
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か

永
山
　
認
知
症
を
呈
し
て
い
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
方
で
は
ア
パ

シ
ー
も
み
ら
れ
う
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
ア
パ
シ
ー
を
生
じ
る
部
位

は
、
注
意
障
害
や
実
行
機
能
障
害
を
生
じ
る
前
頭
葉
の
一
部
で
あ
る

た
め
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
ア
パ
シ
ー
の
存
在
自
体
は
認
知
機
能

障
害
と
関
連
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
未
治
療
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
方
で
も
、
約
20
％
の
方
に
ア
パ
シ
ー
が
存
在
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
  3）

。

　
ア
パ
シ
ー
は
「
意
欲
の
喪
失
」「
行
動
、
認
知
、
感
情
の
三
つ
の

領
域
す
べ
て
に
お
い
て
発
症
す
る
、
目
標
指
向
の
行
動
の
減
少
」
と

定
義
さ
れ
、
前
頭
葉
、
特
に
前
頭
前
皮
質
と
呼
ば
れ
る
部
位
の
障
害

※3 ‌�レビー小体：神経細胞に蓄積した異常たんぱく質の塊のこと。
パーキンソン病・レビー小体型認知症での病理学的指標となる。

前頭前皮質

線条体

視床

ドパミン系 ノルアドレナリン系 コリン系

後頭頂皮質

視空間認知障害

注意障害実行機能障害

記銘力障害★認知症へ進展

コリン系障害の進展

後頭葉 側頭葉

図３　  パーキンソン病における認知症への進展
（永山 寛先生ご提供）
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と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
や
る
気
」
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
無
気
力
な
状
態
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
行
動
に
お

け
る
目
標
指
向
の
行
動
の
減
少
は
実
行
機
能
障
害
と
つ
な
が
り
ま

す
。
現
在
で
は
、
前
頭
前
皮
質
の
そ
れ
ぞ
れ
別
の
部
位
の
障
害
に
起

因
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
脳
神
経
回
路
に
お
け
る
複
合
的
な

障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
で
は
、
他
の
認
知
症

患
者
さ
ん
と
比
較
し
て
、
心
血
管
系
自
律
神
経
障
害
の
頻
度
が
よ
り

高
か
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
  4）

。
ま
た
、
運
動
症
状
は
よ
り
対

称
的
で
あ
り
、
振
戦
は
認
知
症
を
伴
わ
な
い
方
よ
り
あ
ま
り
目
立
た

な
い
と
い
う
特
徴
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
  5）

。

―
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
認
知
機
能
障
害
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
し
ょ
う
か

永
山
　
軽
度
認
知
機
能
障
害
を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
お
よ
び
認
知

症
を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
発
症
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
機
能
障
害
の
要
因

と
し
て
は
、
高
齢
（
発
症
時
・
診
断
時
）、
よ
り
重
度
の
運
動
機
能

障
害
、
言
語
障
害
、
教
育
歴
、
非
典
型
的
な
神
経
症
状
（
早
期
の
自

律
神
経
症
状
の
発
現
や
対
称
的
な
運
動
症
状
）、
薬
物
療
法
に
対
す

る
反
応
の
低
さ
、
幻
視
、
精
神
病
様
症
状
の
発
現
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
結
果
で
は
幻
視
、
高
齢
、
重
度
の
運
動

機
能
障
害
が
特
に
認
知
機
能
障
害
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
因
子
と

し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
  6）

。
さ
ら
に
、
認
知
機
能
障
害
は
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
重
症
度
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
罹
病
期
間
の

長
さ
と
も
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

―
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
認
知
機
能
障
害
は
ど
の
く
ら
い
の

割
合
で
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か

永
山
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
の
10
～
20
％
は
診
断
時
に
軽
度

認
知
機
能
障
害
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
断
時
に
は

認
知
機
能
が
正
常
な
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
で
も
診
断
後
6
年

以
内
に
約
半
数
が
認
知
機
能
障
害
を
発
症
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
  7）

。
一
方
で
、
軽
度
認
知
機
能
障
害
の
あ
る
方
を
含
む
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
を
経
時
的
に
追
っ
た
調
査
で
は
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
診
断
の
1
、
3
、
5
年
後
の
軽
度
認
知
機
能
障
害
の
発
現
率

は
そ
れ
ぞ
れ
時
間
の
経
過
と
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
診
断
時
に

み
ら
れ
た
軽
度
認
知
機
能
障
害
の
う
ち

27.8
％
、
診
断
1
年
後
に
み
ら

れ
た

24.2
％
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
に
よ
る
認
知
機
能
障
害
の
改

表2　 パーキンソン病における認知機能障害の主な症状
・ 注意障害：注意が散漫になり、集中しにくくなる
・ 実行機能障害：物事を計画して実行に移すことが難
しくなる
・ 視空間認知障害：視力障害がないにもかかわらず、
物が探せなくなったり、簡単な道具の操作や着衣が
できなくなったりする
・ 記銘力障害：新しい言葉や物事を覚えられなくなる
・アパシー：無気力状態

表3　 パーキンソン病の認知機能障害に影響するその他
の症状

・ 抑うつ症状
・ 精神病様症状
・ 自律神経障害：便秘、尿失禁、失神や転倒につなが
る起立性・食後低血圧、心拍変動現象、性機能障害
など
・ 睡眠障害
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善
が
示
さ
れ
ま
し
た
  8）

。

複
雑
な
作
業
が
難
し
く
な
る

―
認
知
機
能
障
害
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

り
ま
す
か

永
山
　
軽
度
認
知
機
能
障
害
で
は
、
少
し
複
雑
な
作
業
を
行
う
こ
と

が
徐
々
に
困
難
に
な
り
ま
す
。
私
の
診
療
し
て
い
た
患
者
さ
ん
で

は
、
ゴ
ル
フ
の
コ
ン
ペ
の
幹
事
を
担
当
し
た
際
に
、
ゴ
ル
フ
場
の
予

約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
て
も
「
何
か
ら
手

を
付
け
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
注
意
障
害
が
強
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
転
倒
を

繰
り
返
す
患
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
ア
パ
シ
ー

や
抑
う
つ
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
や
る
気
の
欠
如
や
悲
壮
感
な
ど
が

継
続
す
る
の
も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
関
連
す
る
症
状
の
一
つ
で
す
。

　
認
知
機
能
障
害
が
進
行
す
る
と
、
視
空
間
認
知
障
害
が
強
く
な
り

幻
覚
が
現
れ
ま
す
。「
ご
く
ま
れ
に
虫
が
見
え
る
」
と
い
っ
た
程
度

で
、
生
活
に
問
題
が
な
く
病
識
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
経
過
観
察
と
な

り
ま
す
が
、「（
家
具
な
ど
が
侵
入
者
に
見
え
て
）
夜
間
に
大
声
を
出

す
」、「『
泥
棒
が
入
っ
た
』
な
ど
と
警
察
に
何
度
も
電
話
す
る
」
と

い
っ
た
行
動
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ご
家
族
・
介
護
者
の
対
応

が
困
難
に
な
る
場
合
は
、
主
治
医
へ
の
早
急
な
相
談
が
必
要
で
す
。

―
認
知
機
能
障
害
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
影
響
や
障
害
を
少
な
く

す
る
た
め
に
、
注
意
す
べ
き
点
や
工
夫
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

永
山
　
注
意
す
べ
き
点
や
工
夫
で
き
る
点
を
表
4
に
示
し
ま
す
。
前

述
の
通
り
、
軽
度
認
知
機
能
障
害
を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者

さ
ん
は
一
定
数
い
ま
す
。
ま
ず
は
患
者
さ
ん
本
人
・
ご
家
族
と
医
師

と
で
状
況
を
適
切
に
確
認
し
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
何
ら
か
の
サ

ポ
ー
ト
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
実
行
機
能
障

害
、
注
意
障
害
な
ど
の
中
核
症
状
、
お
よ
び
中
核
症
状
に
伴
う
行
動

症
状
や
精
神
病
様
症
状
と
い
っ
た
周
辺
症
状
の
理
由
を
知
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
不
安
、
抑
う
つ
、
幻
覚
な
ど
の
精
神
病
様
症
状
や
不

穏
、
徘
徊
、
暴
力
な
ど
の
行
動
症
状
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
を
根
源

的
に
探
っ
て
い
く
こ
と
で
、
原
因
へ
の
適
切
な
対
処
が
行
え
、
周
辺

症
状
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
や
介
護
者
に
で
き
る
工
夫
は
、
患
者
さ
ん
本
人
に

対
し
て
感
情
的
に
な
ら
ず
に
向
き
合
う
こ
と
、
患
者
さ
ん
本
人
の
人

格
を
尊
重
し
た
対
応
を
取
る
こ
と
で
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
も
認
知

症
も
患
者
さ
ん
が
な
り
た
く
て
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
の
は
と
き
に
困
難
が
伴
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
の
行
動
が
ご
家
族
に
と
っ
て
不
快
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
に
患
者
さ
ん
に
優
し
く
対
応
さ
れ
た
こ
と
、
尊
敬
す
べ
き

親
や
配
偶
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
あ
た
た
か
く
対
応
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

表4　 パーキンソン病における認
知機能障害に対して注意す
べき点・工夫できる点

・ 患者さんの状態を適切に把握
する

・ 周辺症状の原因を探り、対応
する

・ 患者さんに感情的にならずに
向き合う

・ 患者さんの不得手なことはさ
りげなくサポートする

・ 患者さんの人格を尊重し、自
尊心を傷つけないようにする

・ アパシーや抑うつがある場
合、医師に相談する
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願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

―
最
後
に
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

永
山
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
い
て
認
知
症
は
必
然
的
に
起
こ
る
も

の
で
す
。
早
期
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
も
、
軽
度
認
知
機
能
障
害
が
発

現
す
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
そ
の
認
識
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
実
行
機
能
障
害
な
ど
患
者
さ
ん
本
人

に
不
得
手
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご
家
族
や
介
護
者
は
患
者
さ
ん
の
自

尊
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
さ
り
げ
な
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
不
快
な
行
動
を
し
た
と
し
て
も
感
情
的
に

な
ら
ず
、
ご
本
人
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
ご

家
族
が
患
者
さ
ん
を
見
て
、
ア
パ
シ
ー
や
抑
う
つ
が
続
い
て
い
る
と

見
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
早
急
に
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
維
持
を
目
標
に
、
ご
家
族
や
介
護
者
の
方
、
医
療

従
事
者
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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困
っ
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
に
医
師
に
相
談
を

―
認
知
機
能
障
害
を
予
防
す
る
方
法
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

永
山
　
現
時
点
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
合
併
す
る
認
知
症
の
治

療
は
基
本
的
に
は
薬
物
療
法
と
な
り
、
軽
度
認
知
機
能
障
害
に
対
す

る
非
薬
物
療
法
の
効
果
を
検
討
し
た
研
究
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
認
知
機
能
障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
身
体
的
拘
束
を
含
め
て
ス
ト
レ
ス
と
な
る
事
象
は
認
知
機
能
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、
患
者
さ
ん
本
人
の
希
望
に

反
し
て
無
理
に
強
い
る
こ
と
も
ス
ト
レ
ス
に
な
る
の
で
控
え
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

―
認
知
機
能
障
害
に
関
し
て
、
医
師
に
は
ど
の
よ
う
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

永
山
　
す
で
に
脳
神
経
内
科
専
門
医
に
か
か
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の

場
合
は
、
ま
ず
は
困
っ
て
い
る
こ
と
を
主
治
医
に
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。
私
の
経
験
で
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
ご
相
談
い
た
だ
く
困
り
ご
と

の
半
数
以
上
は
直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
関
連
す

る
内
容
で
す
。
ご
相
談
内
容
を
聞
い
て
、
脳
神
経
内
科
で
対
応
で
き

る
も
の
か
ど
う
か
を
医
師
に
判
断
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
の
で
、

お
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
相
談
い
た

だ
く
際
に
は
、
症
状
や
ご
相
談
内
容
を
ま
と
め
て
診
療
の
際
に
持
参

い
た
だ
く
と
医
師
に
も
伝
え
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
脳
神
経
内
科
専
門
医
を
受
診
し
て
お
ら
ず
何
ら
か
の
解
決

困
難
な
問
題
に
直
面
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
現
在
の
主
治
医
に

必
ず
ご
相
談
い
た
だ
い
た
上
で
脳
神
経
内
科
専
門
医
へ
の
紹
介
を
お
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星
野
博
一
さ
ん
は
、
9
年
前
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
診
断
さ
れ

た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
診
断
前
か
ら
俳
句
を
生
き
が
い
と
し
、
診

断
後
も
継
続
し
て
句
会
の
開
催
や
著
書
の
執
筆
な
ど
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
星
野
さ
ん
の
俳
句
へ
の
熱
意
や
今
後
の
目

標
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
芸
術
も
そ
こ
そ
こ

取
材
前
に
星
野
さ
ん
か
ら
著
書
『
俳
句
修
業
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
』
を
い
た
だ
い
た
。
著
書
は
約
280
ペ
ー
ジ
の
大
作
で
、「
詳
し
く

は
こ
ち
ら
に
書
い
て
あ
り
ま
す
」
の
言
葉
通
り
、
星
野
さ
ん
の
こ
と

が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
。

星
野
さ
ん
は
大
阪
府
豊
中
市
で
生
ま
れ
た
。「
父
が
生
命
保
険
会

社
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
頻
繁
に
転
校
し
て
い
ま
し
た
」。
下

関
、
大
阪
、
小
田
原
を
経
て
、
東
京
都
三
鷹
市
で
中
学
～
大
学
時
代

を
過
ご
し
た
。「
親
の
見
栄
で
、
三
鷹
か
ら
杉
並
区
の
中
学
ま
で
越

境
入
学
し
ま
し
た
」。
中
学
生
の
頃
は
ラ
グ
ビ
ー
が
好
き
で
秩
父
宮

ラ
グ
ビ
ー
場
に
父
親
と
通
っ
た
（
当
時
中
学
生
は
入
場
無
料
だ
っ

た
）。
進
学
先
は
（
偏
差
値
の
高
い
高
校
よ
り
も
）
ラ
グ
ビ
ー
の
強

豪
校
を
選
ん
だ
。「
入
学
願
書
出
願
日
の
前
日
に
、
親
に
内
緒
で
ラ

グ
ビ
ー
の
強
豪
校
に
志
望
を
変
更
し
ま
し
た
。
高
校
入
学
と
同
時

に
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
が
、
急
激
な
運
動
で
足
を
け
が
し

て
半
年
で
退
部
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」。
そ
の
後
は
、「
遊
び
に
い
そ

し
む
毎
日
で
し
た
ね
（
笑
）」。

星
野
さ
ん
は
美
術
や
工
作
も
得
意
だ
っ
た
。「
手
先
が
器
用
で
電

車
模
型
や
木
工
品
を
よ
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
電
車
模
型
は
友

人
と
作
っ
て
、
上
手
に
で
き
た
も
の
は
模
型
店
に
持
ち
込
ん
で
小
遣

い
を
稼
い
で
い
ま
し
た
」。

大
学
は
法
学
部
に
進
学
し
た
。「
父
親
の
家
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

「座の文芸」としての俳句
星野  博一さん（85歳）

東京都江戸川区在住

－私の日常生活を
彩る趣味－
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が
あ
っ
た
の
で
、
法
律
を
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
弁
護
士

を
目
指
し
ま
し
た
」。
法
学
部
で
司
法
試
験
合
格
を
目
指
す
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
た
が
、「
み
ん
な
終
電
ま
で
勉
強
し
て
い
て
、『
こ
れ
で
は

勉
強
だ
け
で
大
学
生
生
活
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
』
と
思
い
、
3
ヵ
月

で
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
や
は
り
遊
び
と
ア
ル
バ
イ

ト
の
日
々
で
し
た
（
笑
）」。
そ
の
後
は
写
真
部
に
入
部
し
、
大
学
の

運
動
部
と
演
劇
部
の
写
真
を
撮
影
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
た
。

石
油
小
売
業
か
ら
飲
食
業
へ

大
学
卒
業
後
は
総
合
商
社
に
入
社
し
た
。「
当
時
は
自
動
車
の
普

及
で
ど
の
商
社
も
石
油
事
業
に
進
出
し
て
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
出
店
の
た
め
に
個
人
営
業
店
な
ど
の
取
り
合
い
に
な
っ
て
い

ま
し
た
」。
星
野
さ
ん
は
、
自
身
で
会
社
に
稟
議
書
を
提
出
し
て
設

立
さ
れ
た
石
油
事
業
会
社
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
運
営
に
携
わ
っ

た
。「
担
当
し
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
営
業
成
績
が
優
良
だ
っ
た

の
で
、
石
油
業
界
の
新
聞
社
が
主
催
す
る
世
界
一
周
研
修
旅
行
に
参

加
し
、
世
界
中
を
視
察
し
ま
し
た
」。
研
修
旅
行
で
米
国
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
業
態
の
一
つ
「co-brand
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
異
業
種
の
店
舗
が
共
存
す
る
業
態
）」
に
魅
力
を
感
じ
、「
い

つ
か
自
分
の
住
む
街
に
もco-brand

を
作
る
と
い
う
夢
が
で
き
ま

し
た
」。

自
身
の
夢
の
た
め
、
小
売
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
学
ぶ
必
要
を
感
じ

た
星
野
さ
ん
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
運
営
す
る
大
手
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
社
に
転
職
し
た
。「
米
国
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
と
い
う
新
し
い
業
態
が
日
本
に
導
入
さ
れ
る
と
き
で
、
小

型
店
舗
開
発
室
に
配
属
さ
れ
、
日
本
出
店
の
契
約
か
ら
携
わ
り
ま

し
た
」。
そ
の
後
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
流
行
を
見
据
え

て
、
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
を
運
営
す
る
外
資
系
企
業
で
活
躍
、
そ
の
後

和
食
割
烹
を
運
営
す
る
企
業
へ
と
誘
わ
れ
た
。
最
後
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
を
経
営
し
た
。

「
私
の
自
慢
は
、
無
職
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
で
す

（
笑
）」。
し
か
し
、
今
か
ら
思
い
返
す
と
「
綱
渡
り
だ
っ
た
」
と
思

う
こ
と
も
あ
る
。「
転
職
ご
と
に
会
社
の
規
模
は
小
さ
く
な
り
、
最

初
の
総
合
商
社
に
い
れ
ば
、
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
や
ら
ず
に
後
悔
す
る
よ
り
も
、

や
っ
て
後
悔
し
た
い
で
す
」。

俳
句
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ

総
合
商
社
で
の
世
界
一
周
研
修
旅
行
を
皮
切
り
に
、
星
野
さ
ん
は

旅
行
が
趣
味
に
な
っ
た
。「
海
外
だ
と
タ
イ
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に

行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」。
旅
行
先
で
は
ぐ
い
飲
み
を
買
う

こ
と
に
し
て
い
る
。「
ぐ
い
飲
み
は
国
内
・
海
外
問
わ
ず
買
っ
て
帰

り
ま
す
。
海
外
で
ぐ
い
飲
み
が
な
い
場
合
は
、
シ
ョ
ッ
ト
グ
ラ
ス
を

買
い
ま
し
た
」。

趣
味
と
し
て
海
外
旅
行
と
ゴ
ル
フ
を
続
け
て
い
た
が
、
年
齢
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
「
終
生
で
き
る
趣
味
、
家
の
中
で
で
き
る
趣
味
を
探

し
て
い
ま
し
た
」。
70
歳
を
迎
え
た
頃
、
旅
行
先
の
タ
イ
か
ら
の
帰

国
便
で
読
ん
だ
「
英
語
で
俳
句
作
り
　
米
国
で
一
茶
、
山
頭
火
が
人

気
」
と
い
う
雑
誌
の
記
事
に
興
味
を
引
か
れ
た
。「『
そ
れ
な
ら
ば

原
点
の
日
本
の
俳
句
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
』
と
思
い
立
ち
ま
し

た
」。
帰
国
数
日
後
に
江
戸
川
区
の
広
報
誌
で
「
俳
句
教
室
」
の
広

告
を
見
つ
け
、
早
速
申
し
込
ん
で
通
い
始
め
た
。
俳
句
を
始
め
る

と
、「
十
七
文
字
に
自
分
の
思
い
を
表
す
、
世
界
で
一
番
短
い
詩
に

す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。

江
戸
川
区
の
俳
句
教
室
に
2
年
間
通
っ
た
後
、
教
室
の
メ
ン
バ
ー

星野さんが国内・海外で買い集めたぐい飲み。「国内のも
のは47都道府県それぞれの産地のものを集めており、来
客時には出身地のぐい飲みでお酒を飲んでもらうことに
しています」。
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と
俳
句
集
団
「
百
千
鳥
（
も
も
ち
ど
り
）」
を
結
成
し
た
。
ま
た
、

俳
句
集
団
の
会
長
と
し
て
、
師
匠
の
教
え
の
も
と
で
句
会
を
開
催
し

た
。
星
野
さ
ん
の
俳
号
は
「
戎
吾
（
じ
ゅ
う
ご
）」
と
い
う
。「
私

が
結
婚
す
る
ま
で
本
籍
地
を
父
親
の
出
生
地
で
あ
る
佐
渡
市
両
津

夷
（
戎
夷
）
に
し
て
い
た
こ
と
（
母
親
も
佐
渡
出
身
）
と
星
野
家
の

15
代
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
付
け
ま
し
た
」。
俳
句
は
「
た
だ
句
を
詠

め
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
星
野
さ
ん
は
言
う
。「
俳
句

は
そ
の
歴
史
を
勉
強
す
る
と
よ
り
面
白
く
な
り
ま
す
。
現
在
は
少
し

『
格
式
の
高
い
芸
術
』
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

同
級
生
と
の
会
食
に
向
か
う
途
中
で
気
付
い
た
異
変

星
野
さ
ん
が
身
体
の
異
変
に
気
付
い
た
の
は
、
２
０
１
４
年
の
年

末
、
高
校
時
代
の
同
級
生
と
の
会
食
に
行
く
途
中
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
そ
の
日
は
と
て
も
足
が
重
く
て
、
会
場
の
飲
食
店
ま
で
の
道
の
り

に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
帰
り
も
電
車
で
自
宅
ま
で
帰

り
ま
し
た
が
疲
労
感
は
相
当
な
も
の
で
し
た
」。
帰
宅
し
て
着
替
え

よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
ボ
タ
ン
が
外
せ
な
い
。「
手
袋
を
し
て

い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
」。
普
段
の
3
倍
は
着
替
え
に
時
間
が
か

か
っ
た
。

星
野
さ
ん
は
そ
の
2
年
前
に
自
宅
で
転
倒
し
、
右
足
の
ア
キ
レ
ス

腱
を
断
裂
し
て
い
た
。
近
隣
の
総
合
病
院
で
手
術
し
、
か
か
り
つ
け

の
整
形
外
科
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
も
の
の
、
断
裂
し
た
右
足
を
か

ば
っ
て
身
体
が
左
に
傾
い
て
い
た
た
め
持
病
の
脊
柱
管
狭
窄
症
を
悪

化
さ
せ
て
い
た
。「
疲
労
感
も
着
替
え
に
時
間
が
か
か
る
の
も
一
時

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
脊
柱
管
狭
窄
症
が
ま
た
悪
化
し
た
と
考
え
て

し
ば
ら
く
病
院
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。
し
か
し
、
そ
の
後
も

同
じ
よ
う
な
症
状
が
出
た
た
め
、「
年
末
年
始
の
休
み
中
に
ま
た
悪

化
し
た
ら
」
と
思
い
直
し
、
か
か
り
つ
け
の
整
形
外
科
を
受
診
し

た
。
す
る
と
、「
脳
神
経
内
科
を
至
急
受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
。

早
速
、
総
合
病
院
の
脳
神
経
内
科
を
受
診
し
た
。
受
診
し
た
日
は

年
末
の
最
終
診
察
日
だ
っ
た
た
め
検
査
は
年
始
に
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
医
師
の
問
診
の
後
「
90
％
の
確
率
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
だ
と

思
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

年
始
に
な
る
と
星
野
さ
ん
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ッ
ク
を
使
用

し
な
け
れ
ば
歩
け
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。「
し
か
も
、
歩
き
続

け
る
こ
と
が
難
し
く
、
途
中
で
休
ま
な
い
と
い
け
な
い
ほ
ど
で
し

た
」。
精
神
状
態
も
極
度
に
悪
く
な
り
、「
眠
れ
な
い
夜
が
続
き
ま
し

た
」。
そ
の
後
、
検
査
結
果
が
出
て
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
診
断
が

つ
き
ま
し
た
」。

治
療
が
始
ま
っ
た
が
、
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ま
で
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
に
悩
ま
さ
れ
た
。「
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
症
状
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
両
足
の

機
能
の
悪
化
、
指
先
の
し
び
れ
、
歩
行
困
難
、
首
下
が
り
、
嗅
覚
・

味
覚
障
害
、
便
秘
、
発
汗
障
害
、
睡
眠
障
害
、
幻
覚
が
出
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
首
下
が
り
に
は
非
常
に
困
り
ま
し
た
」。
現
在
は
薬
剤

の
調
整
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

続
け
る
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
る

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症
し
た
と
き
、
星
野
さ
ん
は
絶
望
し
た
と

い
う
。「
死
ぬ
と
思
い
ま
し
た
」。「
百
千
鳥
」
の
句
会
に
も
足
を
引

き
ず
り
な
が
ら
参
加
し
た
が
、
会
長
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
。
百
千

鳥
の
指
導
を
し
て
い
る
師
匠
格
の
俳
人
に
申
し
出
る
と
、「
続
け
る

こ
と
が
生
き
が
い
に
な
る
」
と
引
き
留
め
ら
れ
た
。「
結
果
的
に
そ

「百千鳥」の句会。前列左から３番目が
星野さん。句会は参加者それぞれが会
に句を出し、各々がよいと思う句を選び
合い、講評するという流れで行われる。
「句会の後には反省会もあります」。
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の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
百
千
鳥
の
会
長
を
続
け
る
こ
と
が
生
き

が
い
に
な
り
、
そ
の
お
か
げ
で
私
は
今
も
生
き
て
い
ま
す
」。

星
野
さ
ん
は
周
囲
の
さ
ま
ざ
ま
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
と
い
う
。「
転
職
を
繰
り
返
し
て
、
無
職
に
な
る
可
能

性
も
十
分
に
あ
り
ま
し
た
が
、
私
を
採
用
し
て
く
れ
る
人
が
必
ず
い

ま
し
た
。
私
を
紹
介
し
て
く
れ
た
人
、
助
け
て
く
れ
た
人
が
い
る
か

ら
、
今
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」。
著
書
の
執
筆
の
際
に
も
、「
コ
ロ
ナ
禍
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

悪
化
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
執
筆
を
あ
き
ら
め
か
け
た
の
で
す
が
、
担
当
の
編
集
者
に

『
こ
こ
ま
で
書
い
た
の
だ
か
ら
、
最
後
ま
で
書
き
ま
し
ょ
う
。
体
調

が
よ
く
な
る
ま
で
待
ち
ま
す
か
ら
』
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」。

人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
星
野
さ
ん
が
入
会
し
て
い
る

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で
」
だ
。「
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
病
気
に
な
る
と
被

害
妄
想
が
湧
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
あ
る
こ
と

を
隠
す
人
も
い
ま
す
が
、
妄
想
に
負
け
ず
に
い
る
た
め
に
も
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
人
と
た
く
さ
ん
話
す
ほ
う

が
よ
い
と
私
は
思
い
ま
す
」。

俳
句
も
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
い
う
。「
私
は
、
俳
句
は

『
座
の
文
芸
』
だ
と
考
え
ま
す
。
自
己
表
現
の
文
芸
で
あ
り
、
人
に

読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
完
成
し
ま
す
。
俳
句
は
個
人
で
た
し
な
む
も

の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
の
醍
醐
味
は
句
会
に

あ
り
ま
す
。
句
会
は
同
人
が
一
堂
に
会
し
て
、
相
互
に
選
句
し
、
批

評
を
行
い
ま
す
。
そ
の
場
に
人
が
集
ま
り
、
物
事
を
作
り
上
げ
て
い

く
、
こ
の
座
の
流
れ
や
特
性
は
、
病
気
に
お
け
る
患
者
会
と
よ
く
似

て
い
ま
す
」。

死
生
観
を
定
め
た
こ
と
も
星
野
さ
ん
の
今
を
支
え
て
い
る
。「
コ

ロ
ナ
禍
で
本
が
書
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
人
生
に
関
す
る
講
演
会

を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
」。
講
演
で
は
、「
人
は
い
つ
か
必
ず

死
ぬ
」「
人
は
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
」「
人
生
は
一
度
し
か
な

い
」
と
い
う
言
葉
が
強
烈
に
印
象
に
残
っ
た
。「
こ
の
講
演
を
聴
い

て
、
今
を
精
一
杯
生
き
よ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。
病
気

に
よ
っ
て
死
に
対
し
て
観
念
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
今
を
精
一
杯
生

き
る
と
決
意
し
た
こ
と
で
、
死
生
観
が
定
ま
り
「
自
分
が
自
分
に
な

る
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

も
う
一
冊
本
を
出
し
た
い

星
野
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
聞
い
た
。「
本
を
も
う
一
冊
出
し
た

い
で
す
」。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
自
分
の
経
験
を
伝
え
た
い
の
だ

と
い
う
。
電
子
書
籍
に
も
興
味
が
あ
る
。「
私
の
父
が
残
し
た
家
系

図
や
親
族
会
の
議
事
録
、
子
孫
に
向
け
て
書
い
た
注
意
事
項
な
ど
を

ま
と
め
て
電
子
書
籍
に
し
た
い
で
す
」。

も
ち
ろ
ん
、
俳
句
や
句
会
に
も
も
っ
と
取
り
組
み
た
い
。「
従
来

の
句
会
も
よ
い
の
で
す
が
、
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
句
会
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
妻
か
ら
は
『
80
歳
を
超
え
た
の
だ
し
、
も
っ
と
ゆ
っ
く

り
し
た
ら
ど
う
で
す
か
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
り
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」。

星
野
さ
ん
の
俳
句
へ
の
情
熱
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

『俳句修業とパーキンソン病』書影
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は
じ
め
に

ト
イ
レ
は
一
日
の
う
ち
に
何
度
も
行
く
場
所
で
す
が
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
苦
手
な
動
作
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
場
所

で
す
。
当
院
（
国
立
病
院
機
構
旭
川
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
通
院
し
て

い
る
患
者
さ
ん
に
「
ト
イ
レ
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
場
所
か
」
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
怖
い
と
こ
ろ
」
と
答
え
る
方
が
多
く
、
患
者
さ
ん

が
ト
イ
レ
に
不
安
を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
ト
イ
レ
で
の
動
作
や
ト
イ
レ
の
環
境
調
整
の
ポ
イ
ン
ト
、
ト
イ

レ
で
の
動
作
を
よ
り
安
全
に
行
う
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、
リ
ハ
ビ
リ
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
イ
レ
で
注
意
す
べ
き
動
作
は
主
に
三
つ

主
に
①
ド
ア
の
開
閉
、
②
便
座
に
対
し
て
の
方
向
転
換
、
③
便
座

で
の
立
ち
座
り
の
三
つ
の
動
作
に
注
意
が
必
要
で
す
（
表
1
）。

ド
ア
の
開
閉
は
、
特
に
押
し
開
き
型
の
ド
ア
で
突
進
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
、
ド
ア
の
段
差
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
り
、

壁
に
衝
突
し
て
頭
な
ど
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ド
ア
の
前
は
ド
ア
を
開
閉
す
る
の
に
一
度
立
ち
止

ま
る
た
め
、
す
く
み
足
が
生
じ
や
す
く
な
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

次
に
ト
イ
レ
内
の
狭
い
空
間
で
の
便
座
に
対
し
て
の
方
向
転
換

は
、
多
く
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
が
苦
手
と
し
て
い
る
動
作

で
す
。
す
く
み
足
や
小
刻
み
歩
行
で
動
作
に
時
間
が
か
か
り
失
禁
に

つ
な
が
る
こ
と
、
十
分
な
方
向
転
換
が
行
え
な
い
ま
ま
便
座
に
座
ろ

う
と
し
て
転
倒
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

便
座
で
の
立
ち
座
り
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
よ
っ
て
筋
肉
が
硬

く
な
っ
た
り
（
筋
強
剛
）、
活
動
量
が
低
下
し
て
筋
肉
量
が
減
少
し
た

り
す
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
腰
を
下
ろ
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

着
座
の
際
に
ブ
レ
ー
キ
が
利
か
な
く
な
り
座
る
衝
撃
が
強
く
な
る
こ

と
で
腰
椎
圧
迫
骨
折
な
ど
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
で
の
動
作
・
ト
イ
レ
の
環
境

調
整
の
ポ
イ
ン
ト

中
川 

裕
介 

先
生
　
国
立
病
院
機
構
旭
川
医
療
セ
ン
タ
ー 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士

急
が
ず
焦
ら
ず
余
裕
を
も
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

リハビリテーション
のコツ

―リハビリスタッフからの
アドバイス―
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ト
イ
レ
で
の
動
作
や
ト
イ
レ
の
環
境
調
整
の
ポ
イ
ン
ト

こ
れ
ら
三
つ
の
注
意
す
べ
き
動
作
へ
の
対
処
法
や
環
境
調
整
の
ポ

イ
ン
ト
を
表
2
に
示
し
ま
す
。

自
宅
改
修
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
押
し
開
き
型
の
ド
ア
を
横
に
ス
ラ

イ
ド
し
て
開
け
る
引
き
戸
に
替
え
た
り
、
ド
ア
の
前
に
手
す
り
を
取

り
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
姿
勢
で
ド
ア
の
開
閉
動
作
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
費
用
や
手
間
な
ど
の
負
担
が
大
き

い
た
め
、
置
き
型
の
手
す
り
を
利
用
す
る
こ
と
や
あ
ら
か
じ
め
ド
ア

開
閉
時
に
壁
や
支
持
す
る
物
を
決
め
て
お
く
こ
と
な
ど
の
対
策
が
実

用
的
だ
と
思
い
ま
す
。
す
く
み
足
が
心
配
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

し
っ
か
り
と
立
ち
止
ま
っ
て
安
定
し
た
姿
勢
で
ド
ア
の
開
閉
動
作
を

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

便
座
に
対
し
て
の
方
向
転
換
で
は
、
ト
イ
レ
の
入
り
口
か
ら
便
座

ま
で
の
ル
ー
ト
に
テ
ー
プ
を
貼
付
し
（
写
真
1
）、
そ
れ
を
跨ま
た

ぐ
よ

う
に
歩
き
ま
す
。
ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
緩
や
か
に
曲
が

れ
る
よ
う
に
テ
ー
プ
を
貼
付
す
る
こ
と
で
、
便
座
に
対
し
て
身
体
が

対
面
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
方
向
転
換
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に

表１　トイレにおける注意すべき動作

動作 詳細

①  ドアの開閉
押し開き型のドアでは、突進が起
こりやすく、転倒や壁への激突な
どが発生する可能性がある

②  便座に対しての
方向転換

方向転換はすくみ足や小刻み歩行
が出やすい動作であり、トイレ内の
狭い環境ではより現れやすくなる

③  便座での立ち 
座り

ゆっくりと腰を下ろすことが難し
いため、着座の際に「尻もち」をつ
いてしまう可能性がある

表２　トイレでの動作・トイレの環境調整のポイント

場所・動作 対処法

押し開き型ドア
・  ドアの前に手すりを設置する
・ 壁や支持物を利用する
・ 横開き型のスライドドアに替える

方向転換 ・ 床に目印となるテープを貼る

便座での立ち座り ・ 便器付近に手すりを設置する
・ 壁や支持物を利用する

床のマット、
スリッパ ・ すり足の原因になるので取り除く

予備のトイレット
ペーパー

・ 高い場所には置かず、便座に
座って取れる場所、無理なく取
れる場所に置く
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す
く
み
足
が
強
い
患
者
さ
ん
に
効
果
的
な
方
法
で
す
の
で
お
試
し
く

だ
さ
い
。

便
座
で
の
立
ち
座
り
は
便
座
の
横
に
手
す
り
を
設
置
す
る
こ
と
、

壁
や
支
持
物
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
腰
を
下
ろ
す
こ
と
が
よ
い
の
で
す

が
、
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
固
定
が
不
十
分
な
支
持
物
に
つ
か

ま
り
、
支
持
物
の
破
損
と
と
も
に
転
倒
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
つ
か
ま
る
も
の
が
十
分
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
た
上

で
支
持
物
と
し
て
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ
内
の
物
の
位
置
を
調
整
す
る

そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
内
の
物
の
位
置
を
調
整

す
る
こ
と
で
す
。
ト
イ
レ
用
の
ス
リ
ッ
パ
や
マ
ッ
ト
は
す
り
足
に
な

り
や
す
く
、
転
倒
を
誘
発
し
ま
す
の
で
外
す
ほ
う
が
よ
い
で
す
。
ま

た
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
備
蓄
位
置
も
非
常
に
重
要
で
す
。
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
一
般
的
に
ト
イ
レ
の
ド
ア
の
上
の
棚
や
ト

イ
レ
の
窓
枠
付
近
な
ど
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
交
換
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
り
振
り
向
い
た
り
と
い
っ
た

動
作
が
、
転
倒
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
便
座
に
座
っ
た
状
態
か
ら
手
の
届
く
範
囲
、
ま
た
は
、
無
理

な
く
取
れ
る
範
囲
に
置
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

尿
意
・
便
意
が
切
迫
す
る
と
焦
っ
て
し
ま
い
、
転
倒
の
大
き
な
リ

ス
ク
と
な
り
ま
す
。
尿
意
や
便
意
を
感
じ
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
ト
イ

レ
に
行
く
時
間
を
決
め
、
余
裕
を
持
っ
て
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
に
心

が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
で
の
動
作
に
役
立
つ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ト
イ
レ
動
作
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る

の
が
太
も
も
の
筋
肉
で
す
。
太
も
も
の
筋
肉
を
効
果
的
に
鍛
え
る
に

は
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
が
お
す
す
め
で
す
（
写
真
2
）。

ま
た
、
ト
イ
レ
で
は
お
尻
を
拭
い
た
り
、
ト
イ
レ
を
流
し
た
り
す

る
と
き
に
体
幹
を
ね
じ
る
動
作
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
幹
の

筋
肉
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
ト
イ
レ
動
作
に
時
間
が
か
か
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
筋
肉
の
柔
軟
性
を
保
つ
た
め
に
、
下
肢
の
重
み

を
利
用
し
て
体
幹
の
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う

（
写
真
3
）。
寝
て
い
る
状
態
で
ベ
ッ
ド
の
端
を
つ
か
み
、
上
半
身
を

し
っ
か
り
と
固
定
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
毎
日
短
時
間
で
も

続
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

写真1　トイレ床の目印テープ
トイレのスペースに合わせて、緩や
かに曲がれるようにテープを貼付
する。

マックス 第59号　　14



困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
相
談
を

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
運
動
症
状
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
困
難
が
出
て
き
ま
す
。
な
か
で
も
多
く
ご
相
談
い
た

だ
く
の
が
ト
イ
レ
に
関
す
る
問
題
で
す
。
ト
イ
レ
で
失
敗
し
て
落
ち

込
む
患
者
さ
ん
に
詳
細
を
お
伺
い
し
て
み
る
と
、
環
境
調
整
や
動
作

の
工
夫
に
よ
っ
て
改
善
で
き
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
患
者
さ
ん
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
多
く
の

ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
題
や
悩
み
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お

気
兼
ね
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ベッドに仰向けになり、膝を立てた後に左右にゆっくりと倒していく。
（無理せずできる範囲で運動して下さい。）

写真3　  体幹を柔軟にするための回旋（身体をねじる）運動

壁に手を付いて、身体が倒れないように注意して膝を曲げる。
（無理せずできる範囲で運動して下さい。）

写真2　  スクワット運動
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
指
導
士
（
以
下
、
療
養
指
導
士
）
は
看
護

師
や
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
に

携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
※

  1

の
方
が
取
得
し
て

い
る
資
格
で
す
。
今
回
は
、
療
養
指
導
士
の
看
護
師
と
し
て
の
役
割

に
つ
い
て
、
山
本
澄
子
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に
介
入
す
る
起
点
を
作
る

―
山
本
先
生
は
、
療
養
指
導
士
の
看
護
師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
診

療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
か

山
本
　
福
岡
大
学
病
院
に
設
立
さ
れ
た
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
診
療

セ
ン
タ
ー
」
で
療
養
指
導
士
の
資
格
を
持
つ
看
護
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
当
院
で
は
も
と
も
と
「
Ｐ
Ｄ
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）
ケ

ア
ナ
ー
ス
」
と
い
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
の
対
応
を
中
心
に

な
っ
て
行
う
看
護
師
を
認
定
す
る
制
度
が
あ
り
、
経
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
よ
り
患
者
さ
ん
と
深
く
か
か
わ
れ
る
環
境
が
あ
り
ま
し

た
が
、
２
０
２
２
年
に
療
養
指
導
士
認
定
制
度
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

で
、
よ
り
深
く
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
知
識
を
身
に
付
け
る
機
会
が
で

き
ま
し
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
の
診
療
は
チ
ー
ム
医
療
が

非
常
に
重
要
で
す
。
当
院
で
も
多
職
種
で
連
携
し
な
が
ら
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
病
気
に
対
す
る
よ
り
深
い
知
識
を
持
つ
療
養
指

導
士
の
看
護
師
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に

い
ち
早
く
気
付
き
、
他
の
職
種
に
連
携
し
、
適
切
な
介
入
を
行
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
は
、
病
院
に
お
い
て
、
患
者
さ

ん
と
接
す
る
機
会
や
時
間
が
最
も
多
い
職
種
で
す
の
で
、
そ
の
分
患

者
さ
ん
と
の
距
離
が
近
く
、
情
報
を
得
や
す
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
職
種
だ
と
医
師
の
指
示
が
な
い
と
診
療
に
か
か
わ
れ
な

い
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
看
護
師
は
診
察
室
で
患
者
さ
ん
の
抱
え

る
問
題
を
把
握
し
、
把
握
し
た
問
題
点
を
医
師
に
投
げ
か
け
て
対
応

の
起
点
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
看
護
師
は
患
者
さ
ん
の
抱
え
る
問
題
を
把
握
し
や
す
い
立
場
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま

す
か

山
本
　
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
ま
ず
電
話
で
ご
連
絡
を

い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
「
薬
が
足
り
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
ご
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
薬
が
不
足

し
て
い
る
か
ら
も
ら
い
に
行
き
た
い
」
と
い
う
ご
要
望
な
の
で
す

が
、
療
養
指
導
士
と
し
て
は
、
ま
ず
診
察
の
前
に
お
話
を
聞
い
て
ど

の
薬
剤
が
ど
の
程
度
不
足
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
把
握
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
と
話
を
進
め
て
い
く
と
、
薬
を
い
つ
で
も
飲
め
る
よ

う
に
財
布
や
家
の
リ
ビ
ン
グ
、
会
社
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に

分
散
し
て
保
管
し
て
い
て
、
薬
の
場
所
や
残
量
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
薬
を
早
め
に
飲
ん
で
し

ま
っ
て
足
り
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
際
に
療

養
指
導
士
は
、
薬
剤
の
不
足
の
原
因
が
、
医
師
が
患
者
さ
ん
と
の
話

し
合
い
を
も
と
に
薬
を
飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
服
薬
の
ペ
ー
ス
を
調

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
指
導
士
と
し
て
の

看
護
師
の
役
割

診
療
チ
ー
ム
の
起
点
と
し
て
は
た
ら
き
ま
す
！

山
本 

澄
子 

先
生
　  

福
岡
大
学
病
院 

看
護
部
脳
神
経
セ
ン
タ
ー 

看
護
師
／ 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
指
導
士
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整
し
て
い
る
た
め
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
単
純
に
不
足
し
て
い
る
た

め
な
の
か
の
両
方
の
視
点
を
持
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
は
診
察
の
前
に
症
状
や
困
り
ご
と
を 

整
理
し
て
い
た
だ
き
た
い

―
患
者
さ
ん
が
よ
り
よ
い
治
療
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、

注
意
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

山
本
　
診
察
時
間
は
短
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
医
師
に
症
状
な
ど
を

簡
潔
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
患
者
さ
ん
は
時
間
の
短
さ
を

意
識
す
る
あ
ま
り
、
話
の
整
理
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
適
切
な
治
療
を
行
う
た
め
に
も
、
事
前
に
症
状
や
日
常

の
困
り
ご
と
、
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
な
ど
を
ご
自
身
で
整
理
し
て

か
ら
、
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
患
者

さ
ん
か
ら
困
り
ご
と
を
積
極
的
に
お
伝
え
い
た
だ
く
こ
と
は
少
な
い

の
で
す
が
、
電
話
で
も
よ
い
の
で
、
受
診
の
前
に
外
来
の
看
護
師
に

お
伝
え
い
た
だ
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
看
護
師
が
忙
し
そ
う
に

し
て
い
る
こ
と
を
気
遣
っ
て
の
こ
と
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
わ
れ

わ
れ
も
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
れ
ば
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。
医
師
と
は
違
う
視
点
で

対
応
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず
に
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
患
者
さ
ん
が
ご
自
身
で
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
薬
剤
に
よ
る
衝
動
制
御
障
害
※

  2

な
ど
は
ご
自
身
で

は
認
識
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
状

況
で
あ
れ
ば
薬
剤
の
調
整
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
の
方
も
処
方

さ
れ
た
薬
剤
を
把
握
し
て
い
た
だ
い
て
、
日
常
的
に
患
者
さ
ん
の
状

態
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
オ
フ
状
態
※  3
や
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
※  4
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
、
自
分
の
症
状
が
オ
フ
状

態
や
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
に
該
当
す
る
の
か
を
、
医
師
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
治
療
に
関
し
て
言
え
ば
、
最
近
で
は
飲
み
薬
だ
け
で
な
く
、
貼
り

薬
も
治
療
の
選
択
肢
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
飲
み
薬
の
種
類
が
増
え
て
服
薬
す
る
こ
と
が
大
変
な
場
合
や
、

飲
み
込
み
づ
ら
さ
を
感
じ
る
と
き
は
医
師
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
貼
り
薬
の
場
合
、
貼
っ
た
箇
所

に
、
皮
膚
症
状
（
皮
膚
の
痒
み
や
紅
斑
や
発
疹
等
）
が
見
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
い
で
継
続
し
て
使
用
い
た
だ
く
た

め
に
、
貼
る
箇
所
を
毎
回
変
更
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
り
、
剥
が
す

際
に
は
皮
膚
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
貼
っ
て
い
る
箇
所
を
濡
ら
し

な
が
ら
剥
が
す
な
ど
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
剥
が
す
よ
う
に
お
伝

え
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貼
る
箇
所
を
日
頃
か
ら
保
湿
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
皮
膚
症
状
の
防
止
に
は
有
効
で
す
。

療
養
指
導
士
は
患
者
さ
ん
と一緒
に
病
気
に
向
き
合
う
存
在

―
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
と
っ
て
、
療
養
指
導
士
は
ど
の
よ
う
な

存
在
で
す
か

山
本
　
療
養
指
導
士
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
詳
し
く
勉
強
し

て
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
困
り
ご
と
や
つ
ら
い
こ
と

を
よ
く
理
解
し
て
、
寄
り
添
え
る
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
日
々
患
者
さ
ん
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

療
養
指
導
士
は
、
患
者
さ
ん
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
対
処
法
を
数
多
く
提
案
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
オ
フ
状
態
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
特
有
の
症
状
で
す
が
、

オ
フ
状
態
が
日
常
生
活
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
て
い
て
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
非
常
に
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
知
識
が
な
い
と
、
オ
フ

状
態
の
患
者
さ
ん
を
見
て
「
さ
っ
き
は
動
け
て
い
た
の
に
な
ぜ
動
け

な
い
の
？
」
と
疑
問
に
思
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
療
養
指
導
士
は
患

者
さ
ん
の
状
態
や
気
持
ち
を
理
解
し
て
対
応
で
き
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
患
者
さ
ん
の
「
伴
走
者
」
と
し
て
、
一
緒
に
病
気
と

向
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ

ば
、
療
養
指
導
士
に
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※1　‌�メディカルスタッフ：医師と共同して医療を行う医療従事者の総称。
※2　‌�衝動制御障害：ギャンブル依存や性欲亢進など衝動的に行動してし

まい、それを抑えることができなくなる症状がみられる状態。
※3　‌�オフ状態：薬剤の効果が切れて、無動、歩行障害、すくみなどが出現

する状態。
※4　‌�ジスキネジア：薬剤が効きすぎて、自分の意志に関係なく体が動いて

しまうこと。
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
診
療
に
は
、
医
師
を
は
じ
め
看
護
師
や
薬
剤

師
・
理
学
療
法
士
な
ど
、
複
数
の
職
種
の
医
療
従
事
者
が
か
か
わ
り

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
指
導
士
（
以
下
、
療

養
指
導
士
）
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
診
療
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
よ
い
治
療
を
届
け
る
た
め
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
馬
場
徹
先
生
に
診
療
に
お
け
る
療
養
指
導
士

の
役
割
や
患
者
さ
ん
が
相
談
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
診
療
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

―
馬
場
先
生
か
ら
み
た
療
養
指
導
士
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
し
ょ

う
か

馬
場
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
は
患
者
さ
ん
ご
と
に
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
治
療
も
患
者
さ
ん
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
は
神
経
変
性
疾
患
※
１

の
な
か
で
も
研
究
が
進
ん
で
い
る

病
気
で
、
治
療
の
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
選
択

肢
が
多
い
分
、
治
療
が
複
雑
で
患
者
さ
ん
自
身
が
ど
う
す
れ
ば
症
状

を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
症
状
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
関
係
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
ま
す
。
療

養
指
導
士
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
複
雑
な
特
徴
や
治
療
を
習
熟
し

て
い
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

症
状
や
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
把
握
し
て
、
症
状

改
善
の
た
め
に
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
存
在
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
患
者
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
困
り
ご
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か

馬
場
　
便
秘
と
い
う
症
状
を
例
と
し
て
挙
げ
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
主
症
状
は
運
動
症
状
に
起
こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
他
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
運
動
症
状
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。
な
か

で
も
便
秘
が
ひ
ど
く
な
る
と
お
薬
の
吸
収
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、

運
動
症
状
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
来
で
「
急
に

症
状
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
不
安
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
か
ら

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
実
は
便
秘
が
そ
の
要
因
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
便
秘
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
の
一
つ
で
運

動
症
状
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

困
っ
た
と
不
安
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
異
な
る
症
状
が
出
て
い
る
場
合
に
、
療
養
指
導
士
で
あ
れ
ば

豊
富
な
知
識
を
も
と
に
し
て
、「
便
秘
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状

で
、
そ
の
た
め
に
薬
の
効
き
目
が
悪
く
な
っ
て
い
て
、
身
体
の
動
き

も
悪
く
な
っ
て
い
る
」
と
的
確
な
説
明
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の
不
安

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
病
院
に
通
う
た
め
に
努
力
し
て
い
る

―
診
察
で
患
者
さ
ん
の
症
状
を
把
握
し
に
く
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

か馬
場
　
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
話
を
伺
う
と
、
ご
自
宅
で
の
日
常
生

活
と
診
察
で
は
症
状
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
患

者
さ
ん
は
病
院
に
通
う
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
て
、
診
察
時
に
は
最

も
よ
い
状
態
を
お
見
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
よ
り
病
院

の
空
間
の
ほ
う
が
広
い
の
で
、
歩
行
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
で
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
診
察
室
で
見
る
患

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
指
導
士
の

役
割
と
相
談
の
ポ
イ
ン
ト

馬
場 

徹 

先
生
　  

国
立
病
院
機
構
仙
台
西
多
賀
病
院
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
セ
ン
タ
ー
長

患
者
さ
ん
に
よ
り
よ
い
治
療
を
届
け
る
た
め
に
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者
さ
ん
は
日
常
生
活
よ
り
も
症
状
が
軽
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
ま
す
。

医
師
だ
け
で
は
な
く
、療
養
指
導
士
に
も
伝
え
て
ほ
し
い

症
状―療

養
指
導
士
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
が
い
ま
す
が
、
看
護

師
に
伝
え
て
ほ
し
い
症
状
は
あ
り
ま
す
か

馬
場
　
看
護
師
に
相
談
し
て
ほ
し
い
症
状
と
し
て
は
、
主
に
レ
ム
睡

眠
行
動
異
常
症
※
２

や
幻
覚
、
便
秘
な
ど
で
す
。
レ
ム
睡
眠
行
動
異

常
症
は
、
一
緒
に
寝
て
い
る
ご
家
族
が
眠
れ
な
い
、
ご
本
人
が
疲
労

し
た
り
、
け
が
を
し
た
り
す
る
な
ど
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
対
処
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
ま
た
、
幻
覚
は
一
瞬
見
え
て
す
ぐ
に
消
え
る
よ
う
な
軽
い
症
状
だ

と
、
患
者
さ
ん
も
対
処
法
を
身
に
付
け
て
い
て
、
気
に
し
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ご
家
族
に
幻
覚
の
症
状
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
な
い
方
も
い
ま
す
。
実
際
に
、
問
診
の
際
に
は
、「
実
は
幻
覚

が
見
え
ま
す
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
て
、
ご
家
族
が
驚
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
幻
覚
は
、
現
実
と
混
同
す
る
よ
う
な
場
合
は
す
で
に
進
行
し
て
い

る
状
況
な
の
で
、
治
療
の
調
整
が
必
要
で
す
。
幻
覚
の
前
段
階
と
し

て
、
物
が
二
重
に
見
え
る
、
小
さ
な
物
が
動
い
て
見
え
る
、
物
が
ゆ

が
ん
で
見
え
る
と
い
っ
た
錯
覚
と
い
う
症
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
症
状
を
相
談
し
な
い
ま
ま
、
気
に
せ
ず
に
生
活
し
て
、
幻
覚
に
進

行
し
て
し
ま
う
場
合
も
み
ら
れ
ま
す
。

―
薬
剤
師
に
相
談
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

馬
場
　
薬
の
飲
み
忘
れ
が
な
い
か
を
薬
剤
師
と
確
認
し
た
り
、
飲
み

合
わ
せ
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
治
療
薬
は
、
市
販
の
薬
も
含
め
て
調
整
が
必
要
な
薬
が

少
な
く
な
い
の
で
、
複
数
の
医
療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
に
は
飲
み
合
わ
せ
に
問
題
が
な
い
か
を
薬
剤
師
に
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

―
医
師
と
し
て
早
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
患
者
さ
ん
の
症
状
は
あ

り
ま
す
か

馬
場
　
す
く
み
足
な
ど
の
歩
行
の
状
態
で
す
。
す
く
み
足
は
診
察
で

は
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ご
自
宅
で
転
倒
に
注
意
し
て
ほ
し
い

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
お
伝
え
し
て
も
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
、
結
果
と
し

て
転
倒
し
て
骨
折
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
す
く
み
足
は
肩

幅
に
近
い
幅
の
と
こ
ろ
を
通
る
と
き
に
悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
病
院
で
は
廊
下
も
広
く
、
そ
う
い
っ
た
場
所
は
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
。
日
常
生
活
と
は
異
な
る
環
境
で
す
の
で
、
診
察
で
症
状
が
み

ら
れ
な
く
て
も
、
ぜ
ひ
早
め
に
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

症
状
日
誌
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
ほ
し
い

―
患
者
さ
ん
が
医
師
や
療
養
指
導
士
に
相
談
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

馬
場
　
患
者
さ
ん
は
一
日
中
症
状
が
出
続
け
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
時
間
ご
と
に
症
状
が
異
な
り
ま
す
。
で
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
帯
に
ど
う
い
っ
た
症
状
が
出
て
い
る
の
か

を
記
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
時
間
帯
ご
と
に
必
要
な
治
療
が
わ
か

り
、
具
体
的
な
治
療
に
結
び
つ
き
や
す
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
症
状
日
誌

や
メ
モ
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
同
居
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
や
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
今
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ご
自
宅
で
症
状
が

出
て
い
る
と
き
の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
動
画
で
撮
影
し
て
お
い
て
、

診
察
時
に
見
せ
て
い
た
だ
く
と
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
服
薬
時
間
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
ラ
ー
ム
機
能
で
管
理
し
て
い
る
方
は
多
い
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
症
状
の
記
録
を
取
っ
て
お
い
て
、
医
師
や
療
養
指
導
士
に
詳
細
に

伝
え
る
こ
と
が
上
手
に
で
き
る
と
、
何
か
の
症
状
が
出
た
と
し
て

も
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
で
何
が
原
因
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
不

安
を
抱
え
て
混
乱
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
不
安
が

な
く
な
れ
ば
、
治
療
に
も
よ
り
積
極
的
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

―
患
者
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

馬
場
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
対
し
て
、
過
度
に
恐
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
気
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
で
き
る
だ
け
不

安
を
抱
か
ず
楽
し
く
生
活
す
る
こ
と
自
体
が
よ
い
治
療
に
結
び
つ
き

ま
す
。
日
々
の
生
活
を
活
動
的
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

わ
れ
わ
れ
医
師
や
療
養
指
導
士
に
ど
ん
な
に
細
か
い
こ
と
で
も
よ
い

の
で
、
お
気
兼
ね
な
く
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※1 ‌�神経変性疾患：脳内や脊髄の神経細胞が徐々に少なくなり、
認知機能や運動機能が障害される病気。パーキンソン病の他
に、アルツハイマー病などが該当する。

※2 ‌�レム睡眠行動異常症：レム睡眠（眼球が急速に動いている睡眠
状態。一般的に眠りの浅い状態と言われている）中に夢の中で
の行動と同じ行動をとってしまう病気。大声の寝言や腕を大き
く上げる、殴る、蹴るなどの激しい動作がみられる場合がある。
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